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329　　　123　1一工MPの肺集積の検討

謝花正信，堀　郁子，遠藤健一，西尾　剛

勝部吉雄（鳥取大学放射線科）

330　　肺癌に対する18FDG集積の動態解析

　藤森研司1、古舘正従1、松田幹人2、　（北海道大学

　核医学1、日銅記念病院内科2）

　肺癌20例についてコ23エーIMPによる肺集積の検

討を行つた。

　仰臥位でコ231一工MP3meiを静注し，直後と100

分後の像の間で，総カウント補正後にサブトラクシヨ

ンを行つてwash　out像を得，その像，胸x，　C　T

と検討した。

　wa8h　out像は肺癌の80％において腫瘍集積を

示し，その集積機序は不明だが，集積部位は腫瘍の表

面および腫瘍周囲と考えた。

肺癌患者9例に対して18F－2－fluoro・2－deoxy・glucose

（18FDG）を投与し、その動態画像を解析した。撮像は

ポジトロン用コリメータを装着したガンマカメラを使

用し、3－5■Ciの18FDGを静注後経時的に撮像した。同

時に核医学用コンピュータに15sec！fでデータ収集し、

腫瘍部分、正常肺、心筋および肝に関心領域を設定し

ti■e　activity　curveを作成した。正常肺および肝の

activityは経時的に減少し、腫瘍部分のactivityは上

昇する傾向にあった．

　経時的に撮影した画像では腫瘍部分が徐々に陽性像

として描画されたが、診断にやや苦慮する症例があっ

た。因子分析法により機能画像を作成すると、腫瘍部

分はactivityが上昇するfactorとしてとらえられ、よ

り明瞭に認められた。さらにダイナミックイメージの

各dixe1のTl！2を最小二乗法で近似して、　pixe1単位の

集積率あるいは減衰率を画像化し、因子分析法との比

較を試みた。これらの解析法は口瘍の代謝動態を把握

するうえで有用な方法と思われた。
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